
― 1 ―

 あいだ

▶あ
【あいだ】
1 Nのあいだ
a Nのあいだ〈space〉
（1） ステレオと本

ほん

棚
だな

の間
あいだ

にテレビを置
お

いた。／
I placed the television between the stereo 
and the bookshelf.

（2） 古
ふる

本
ほん

を買
か

ったら、ページの間
あいだ

に1万
まん

円
えんさつ

札
がはさまっていた。／When I bought a 
secondhand book, I found a 10,000 yen 
bill between the pages.

（3） 大
おお

阪
さか

までの間
あいだ

のどこかで駅
えき

弁
べん

を買
か

って食
た

べよう。／ I’ll buy lunch (a lunch box) at 
a station somewhere before Osaka and eat 
it.

あいだ indicates a space between two places/
things. When both things or places are indicated, 
NとNのあいだ is used, as in (1). 

b Nのあいだ〈relationship〉
（1） 最

さい

近
きん

二
ふたり

人の間
あいだ

はうまくいっていないよう
だ。／ It seems that the relationship be-
tween the two hasn’t gone well recently.

（2） そのホテルは安
やす

くて清
せい

潔
けつ

なので、旅
りょ

行
こう

者
しゃ

たちの間
あいだ

で人
にん

気
き

がある。／Since the hotel 
is cheap and clean, it is popular among 
travelers.

（3） 二
ふた

つの事
じ

件
けん

の間
あいだ

にはなにか関
かん

係
けい

がある
らしい。／ It seems that there is some 
relationship between the two incidents.

In these cases, あいだ indicates “the relationship 
among several people or matters,” and it is used 
to express a state or an action or an event that 
happens in it.

2 あいだ〈time〉
a ...あいだ
［Nのあいだ］
［A-いあいだ］
［V-ている／ V-る　あいだ］

（1） 彼
かれ

は会
かい

議
ぎ

の間
あいだ

ずっといねむりをしていた。

／He was dozing all through the meeting.

（2） 彼
かの

女
じょ

が戻
もど

ってくるまでの間
あいだ

、喫
きっ

茶
さ

店
てん

で本
ほん

を読
よ

むことにした。／ I decided to read a 
book at the coffee shop until she returned.

（3） 一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

泳
およ

いでいる間
あいだ

はいやなことも
忘
わす

れてしまう。／ I can forget about an 
unpleasant thing while swimming hard.

（4） 子
こ

供
ども

が小
ちい

さい間
あいだ

は、なかなか夫
ふう

婦
ふ

での外
がい

出
しゅつ

ができなかった。／When my child was 
small, I could hardly ever go out with just 
my husband.

（5） 友
とも

子
こ

は、大
おお

阪
さか

にいる間
あいだ

は元
げん

気
き

だったが、
東
とう

京
きょう

に引
ひ

っ越
こ

したとたんに体
からだ

をこわして
しまった。／ Tomoko was fine when she 
was in Osaka, but she fell sick just after 
she moved to Tokyo.

（6） 私
わたし

たちがお茶
ちゃ

の用
よう

意
い

をする間
あいだ

、彼
かれ

らは緊
きん

張
ちょう

して一
ひと

言
こと

もしゃべらずに座
すわ

っていた。／
While we prepared tea, they were sitting 
nervously without uttering a single word.

In these cases, あいだ indicates a period of time 
in which a state or an action continues, and the 
sentence that follows indicates a durative state 
or a parallel action during that period. When the 
predicate in the following sentence is an action 
verb, forms which mean duration, such as V-てい
る, V-つづける, are used. 
（×） 私が勉強している間、弟は遊んだ。／

While I was studying, my younger brother 
played.  

（○） 私が勉強している間、弟は遊んでいた。 ／
While I was studying, my younger brother 
was playing.   

When describing the past, V-ていた／A-かった　
あいだ are also used.
（例） 彼はドイツに留学していた間、スウェーデ

ン人の女の子と一緒に生活していたらし
い。／ I heard that he was living with a 
Swedish girl while studying in Germany.

b ...あいだに
［Nのあいだに］
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あいまって-あえて

［Na なあいだに］
［A-いあいだに］
［V-ている／ V-る   あいだに］

（1） 留
る

守
す

の間
あいだ

にどろぼうが入
はい

った。／My 
house was broken into by a thief during 
my absence.

（2） 4時
じ

から5時
じ

までの間
あいだ

に一
いち

度
ど

電
でん

話
わ

をくだ
さい。／ Please give me a call sometime 
between four and five o’clock. 

（3） 家
か

族
ぞく

がみんな寝
ね

ている間
あいだ

に家
いえ

を出
で

ること
にした。／ I decided to leave home while 
everyone in my family was sleeping.

（4） リサが日
に

本
ほん

にいる間
あいだ

に一
いっ

緒
しょ

に旅
りょ

行
こう

した
かったのだが、残

ざん

念
ねん

ながらできなかった。
／ I wanted to travel with Lisa while she 
was in Japan, but to my regret, I was not 
able to do so.

（5） 私
わたし

がてんぷらを揚
あ

げる間
あいだ

に、母
はは

はおひ
たしと酢

す

の物
もの

と味
み

噌
そ

汁
しる

まで作
つく

ってしまっ
た。／While I was making tempura, my 
mother made boiled greens, a vinegared 
dish, and even miso soup.    

（6） あそこも日
に

本
ほん

人
じん

旅
りょ

行
こう

者
しゃ

が少
すく

ない間
あいだ

に
行
い

っておかないと、きっとすぐに開
かい

発
はつ

さ
れて日

に

本
ほん

人
じん

だらけになるだろう。／We 
had better visit there while the number of 
Japanese travelers is small, otherwise it 
will surely be developed soon and be full 
of Japanese.  

（7） 祖
そ

母
ぼ

が元
げん

気
き

な間
あいだ

にいろいろ話
はなし

を聞
き

いて
おこう。／ I will ask my grandmother 
many things while she is still in good 
health.

...あいだに indicates a period of time in which 
a state/action continues, and a sentence that ex-
presses an action or a situation within that time 
follows. The predicate of the following sentence 
is a verb, and forms that do not indicate duration, 
like ...する, ...しはじめる, ...になる, are used. 

（×） 授業の間にずっとおしゃべりをしていた。
／ I was chatting during the lesson.

（○） 授業の間に3回質問をした。／ I asked 
questions three times during the lesson.

To describe a past matter, ...たあいだに is also 
used. When the agents of the first and second 
clauses are different, as in (5), it means the two 
persons acted in parallel at the same time.   

【あいまって】
→【とあいまって】

【あえて】
1 あえて
（1） 私

わたし

はあえてみなさんに規
き

則
そく

の見
み

直
なお

しを提
てい

案
あん

したいと思
おも

います。／ I would dare to 
suggest we re-examine the regulations.

（2） 誰
だれ

も助
たす

けてくれないかもしれないが、それ
でもあえてこの計

けい

画
かく

は実
じっ

行
こう

に移
うつ

したいと
思
おも

う。／Although nobody might help me, 
I still want to put this plan into action.

（3） 恥
はじ

を忍
しの

んであえてお聞
き

きしますが、今
いま

の
お話
はなし

のポイントは何
なん

だったのでしょうか。
／ It’s embarrassing to ask you this, but 
what was the point of your speech just 
now?

（4） 反
はん

感
かん

を買
か

うのを承
しょう

知
ち

であえて言
い

いたいの
は、彼

かれ

らにこの仕
し

事
ごと

を任
まか

せるのはリスク
が大
おお

きいということだ。／ I know I will 
offend them, but I dare say that it is too 
risky to leave this work to them.

（5） これができるのはあなたしかいないから、
負
ふ

担
たん

をかけることはわかっていても、あえ
てお願

ねが

いしているのです。／ I know it is 
a burden for you, but I dare to ask because 
only you can do this job. 

When あえて is followed by a verb of utterance, 
like 言う, 提案する, お願いする, or verbs like や
る, 実行する, it expresses “doing it would offend 
others or involve risks and difficulties, but I still 
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 あがる

▶あ
want to do it, or must do it.” It is used to state a 
strong opinion or bring up an idea. 

2 あえてV-ば
（1） 反

はん

対
たい

されるのを承
しょう

知
ち

であえて言
い

えば、こ
んな計

けい

画
かく

は百
ひゃく

害
がい

あって一
いち

利
り

なしだ。／ I 
know there may be objections, but if I dare 
say so, such a plan is harmful and really 
no good. 

（2） 少
しょう

々
しょう

言
い

いにくいことなのですが、あえて
言
い

わせていただければ、お宅
たく

のお子
こ

さん
は他

ほか

の学
がっ

校
こう

に変
か

わられた方
ほう

がいいので
はないかと思

おも

うのですが。／ It is slightly 
hard to say, but if I’m allowed to say so, I 
think your child had better move to anoth-
er school. 

（3） この映
えい

画
が

はあまりストーリー性
せい

がないの
だが、あえて説

せつ

明
めい

すれば、二
ふた

組
くみ

のカップル
があちらこちらを旅

たび

して回
まわ

り、行
い

く先
さき

々
ざき

で事
じ

件
けん

が起
お

こるというものだ。／ This 
movie doesn’t have much of a story line, 
but if I had to explain it, I’d say it’s a story 
about two couples traveling here and there 
and troubles happen at every place they 
visit. 

（4） まだこのプロジェクトの方
ほう

針
しん

は漠
ばく

然
ぜん

とし
ているのだが、あえて言

い

うとすれば、環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

が進
すす

んでいる地
ち

域
いき

に対
たい

して、民
みん

間
かん

の援
えん

助
じょ

によってそれを食
く

い止
と

めようと
いうものだ。／ The policy of this project 
is still vague, but if I try to explain it, it is 
to stop environmental destruction in areas 
that destruction is taking place, with the 
support of the private sector.   

In these cases, when あえて is followed by a verb 
of utterance such as 言う, お話しする, or 説明す
る, it is used as a prefatory expression when one 
wants to say something in spite an objection or 
criticism being raised, or when one cannot find an 
appropriate way to say something.

3 あえて...ない
（1） そのやり方

かた

にあえて反
はん

対
たい

はしないが、不
ふ

満
まん

は残
のこ

っている。／ I don’t dare to object 
to that way of doing things, but I’m not 
satisfied with it. 

（2） 相
あい

手
て

が偉
えら

い先
せん

生
せい

だからといって、あえてへ
りくだる必

ひつ

要
よう

もない。／It is not necessary 
to be overly modest, even if he is a great 
teacher. 

（3） 親
おや

に反
はん

対
たい

されてまで、あえて彼
かれ

と結
けっ

婚
こん

し
ようとは思

おも

わない。／ I won’t dare to mar-
ry him, if it’s against my parents’ wishes.   

（4） みんなに嫌
いや

がられてまで、あえて自
じ

分
ぶん

の
方
ほう

針
しん

を押
お

し通
とお

すこともないじゃないか。
／Why do you have to push your policy 
through while putting people off? 

When expressions like する必要もない, する
こともない, しようとは思わない follow, あえて 
expresses the meaning “others would object or be 
antagonized, so one doesn’t, or shouldn’t, do such 
a risky thing.”

【あがる】
1 R-あがる〈upward direction〉
（1） 彼

かれ

は立
た

ち上
あ

がってあたりを見
み

回
まわ

した。／
He stood up and looked around.

（2） 妹
いもうと

は帰
かえ

ってくるなり階
かい

段
だん

を一
いっ

気
き

にかけ
上
あ

がって、自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

に飛
と

び込
こ

んだ。／
As soon as my sister came home, she ran 
upstairs and jumped through the doorway 
into her room.

（3） 彼
かの

女
じょ

はライバルを押
お

しのけて、スターの座
ざ

にのしあがった。／She pushed her rivals 
away and rose to become a star. 

（4） 政
せい

治
じ

学
がく

の先
せん

生
せい

はひたいがはげ上
あ

がってい
る。／Our political science teacher has a 
receding hairline.

（5） 冬
ふゆ

休
やす

みにみんなで温
おん

泉
せん

に行
い

こうという計
けい

画
かく

が持
も

ち上
あ

がった。／We had a plan to 
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あくまで

go all together to a hot spring in winter 
vacation.

（6） ツアーの申
もう

し込
こ

み人
にん

数
ずう

が少
すく

なすぎるの
で、家

か

族
ぞく

連
づ

れで参
さん

加
か

できることにした
ら、人

にん

数
ずう

が倍
ばい

以
い

上
じょう

にふくれ上
あ

がって旅
りょ

行
こう

会
がい

社
しゃ

は困
こま

っている。／After initially 
receiving too few applications, the travel 
agency now has problems with twice as 
many applications as they expected, since 
they allowed people to apply for the tour 
with their families. 

（7） 彼
かの

女
じょ

はボーイフレンドにプロポーズされて
すっかり舞

ま

い上
あ

がっている。／She was 
proposed to by her boyfriend, so she is 
totally excited.  

（8） 自
じ

分
ぶん

がリーダーになればみんなついてく
るに決

き

まっているだって？　思
おも

い上
あ

がる
のもいい加

か

減
げん

にしろ。／Are you saying 
everyone will surely follow you if you 
become a leader? Stop being conceited. 

When あがる is appended to a verb stem, it indi-
cates an action/movement or a state that is going 
in an upward direction. (5)-(8) are figurative 
expressions with the meaning of “in an upward 
direction.”

2 R-あがる〈extreme degree〉
（1） 長

なが

い間
あいだ

雨
あめ

が降
ふ

らないので、湖
みずうみ

も干
ひ

上
あ

がっ
てしまった。／Since it has not rained for 
a long time, the lake has dried up.

（2） 店
てん

員
いん

は男
おとこ

にピストルを突
つ

きつけられてふ
るえ上

あ

がった。／ The salesclerk was 
terrified when a pistol was pointed at him 
by a man.

（3） ふだんほとんど叱
しか

らない先
せん

生
せい

をバカにし
ていた生

せい

徒
と

は、タバコを吸
す

っているのを
見
み

つかって大
おお

声
ごえ

でどなりつけられ、縮
ちぢ

み
上
あ

がっていた。／ The student, who had 
made fun of the teacher that hardly ever 

scolds anyone, shrank away when he was 
found smoking and yelled at by that teach-
er.  

（4） その俳
はい

優
ゆう

は、たいして演
えん

技
ぎ

もうまくない
のに周

まわ

りの人
ひと

たちにおだてられて、自
じ

分
ぶん

は誰
だれ

よりも才
さい

能
のう

があるんだとのぼせ上
あ

がっている。／ Even though his acting is 
not very good, that actor is overconfident 
and believes  that he is more talented than 
anyone else, due to flattering by people 
around him.  

When あがる is joined to a verb stem, it expresses 
a situation that progresses to an extreme degree. It 
can be used with only a limited number of verbs.

3 R-あがる〈accomplishment〉
（1） パンがおいしそうに焼

や

きあがった。／The 
bread turned out delicious.

（2） みんなの意
い

見
けん

を取
と

り入
い

れて、とても満
まん

足
ぞく

のいく旅
りょ

行
こう

プランができあがった。／By 
taking into account everyone’s opinions, a 
very satisfying tour plan was arranged.

（3） スパゲッティがゆであがったら、すばや
くソースにからめます。／When the spa-
ghetti is finished cooking, put the sauce 
on it quickly.

（4） 注
ちゅう

文
もん

していた年
ねん

賀
が

状
じょう

が刷
す

りあがってき
た。／The New Year’s cards that I ordered 
were printed.

In these cases, あがる is appended to a verb stem 
and expresses that an action is completed. It is 
usually appended to transitive verbs that involve 
making things, such as 編む, 練る, 刷る. The 
intransitive verb できる is an exception.

【あくまで】
1 あくまで（も）〈volition〉
（1） 私

わたし

はあくまでもこの方
ほう

針
しん

を貫
つらぬ

くつもりだ。
／ I will accomplish this policy.

（2） 国
こく

連
れん

はあくまでも平
へい

和
わ

的
てき

な解
かい

決
けつ

に向
む

け
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50-on index

あ

あいだ ............................................ 1
あいだに ........................................ 1
あいまって→とあいまって
あえて ............................................ 2
あえて...ない ................................ 3
あえて...ば .................................... 3
あがる........................................ 3, 4
あくまで......................................... 4
あくまで（も） ............................ 4, 5
あげく ............................................ 5
あげくのはてに（は） .................... 6
あげる ........................................... 6
あたかも ....................................... 7
あっての ........................................ 7
あと ........................................ 7, 8, 9
あと+数量詞 ............................... 9
あとから ........................................ 9
あとで .......................................... 10
あと　（で／に） ........................... 8
あとは ...だけ .............................. 10
あまり .......................................... 10
あまり／あんまり .........................11
あまり／あんまり   ...ない ......... 10
あまり（に） .................................. 12
あまりに（も）................................11
あまりに（も）...と ........................11
あまりの...   に／で .....................11
あらためる .................................. 12
あるいは ...................................... 12
あるいは ...あるいは .................. 14
あるいは ...かもしれない .......... 13
あるのみだ................................ 511
あるまじき...だ ........................... 14
あれで .................................... 14, 15
あれでも ...................................... 15
あんまり ...................................... 15
あんまり...ない ........................... 15
あんまり（にも） ............................11
あんまり（にも）...と ....................11

い

いい ............................................. 16
いいから／いいよ ...................... 17
いう .............................................. 18

いうまでもない ........................... 20
いうまでもないことだが ........... 21
いうまでもなく ........................... 21
いか .......................................21, 22
いか+数量詞 ............................ 22
いがい ......................................... 22
いがいに ...ない ......................... 22
いかだ.......................................... 22
いかなる ...................................... 23
いかなる...（+助詞）も ............. 23
いかなる...でも .......................... 23
いかなる...とも........................... 23
いかに ......................................... 24
いかに ...か ................................. 24
いかに ...ても .............................. 24
いかに ...といっても .................. 24
いかに ...とはいえ ...................... 24
いかに ...ようと（も） ................... 25
いかにも ................................25, 26
いかにも...そうだ....................... 26
いかにも...らしい....................... 25
いかにも　...らしい／...そうだ 

 ................................................. 25
いかん.......................................... 26
いかんで ...................................... 26
いくら........................................... 27
いくら...からといって（も） ........ 28
いくら...からといっても ............ 28
いくら...たところで .................... 29
いくら...ても .................27, 28, 293
いくら...といっても .................... 28
いくらでも ................................... 27
いくらなんでも ........................... 29
いくらも...ない ........................... 27
いけない→てはいけない
いけない→なくてはいけない
いけない→なければ2
いご ............................................. 29
いささか ...................................... 30
いささかも...ない ....................... 30
いざしらず .................................. 30
いざとなったら ......................... 376
いざとなると ............................. 378
いざとなれば ............................379
いじょう.......................... 30, 33, 34
いじょうに ................................... 31

いじょうの... ............................... 31
いじょう（の）　+数量詞／... ... 33
いじょう　の／に ....................... 31
いじょう（は） .............................. 33
いずれ ...................................34, 35
いずれにしても .......................... 34
いずれにしろ.............................. 34
いずれにせよ .............................. 35
いずれも ...................................... 35
いぜん ...................................35, 36
いたって→にいたる3
いたっては→にいたる4
いたっても→にいたる5
いたり .......................................... 37
いたる→にいたる
いちがいに ...ない ...................... 37
いちど .......................................... 38
いちど　...と／...たら ............... 38
いちど　...ば／...たら ............... 38
いつか ......................................... 38
いつか ...た ................................. 38
いつかの... .................................. 39
いつか（は） ................................. 39
いっこうに ................................... 39
いっさい ...................................... 40
いつしか ...................................... 40
いっそ.......................................... 40
いったい ...................................... 41
いったらありはしない→といった
らありはしない
いったらない→といったらない
いったん ...と .............................. 41
いっぽう ...................................... 42
いっぽうでは ...たほうでは ...... 42
いない ......................................... 43
いまからおもえば ....................... 65
いまごろ ...................................... 43
いまごろ　...ても／...たところで 

 ................................................. 43
いまごろになって ....................... 43
いまさら ...................................... 43
いまさら...たところで ................ 44
いまさら...ても ........................... 44
いまさらながら........................... 44
いまさらのように ........................ 44
いまだ .......................................... 45
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 50-on index

いまだに ...................................... 45
いまだ（に）...ない ...................... 45
いまでこそ .................................. 45
いまとなっては ......................... 376
いまに .......................................... 46
いまにも ...................................... 46
いまや .......................................... 46
いらい .......................................... 46
いわば ......................................... 48
いわゆる ...................................... 48

う

うえ .............................................. 48
うえ（に） ...................................... 50
うち .............................................. 51
うちが .......................................... 53
うちに .......................................... 51
うちにはいらない ...................... 51
うちは .......................................... 52
うる .............................................. 53

え

える .............................................. 54

お

お ...いたす .................................. 54
お ...いただく .............................. 54
お ...ください→お ...くださる
お ...くださる ............................... 55
お ...する ..............................55, 168
お ...です ...................................... 55
お ...なさい→なさい
お ...なさる .................................. 56
お ...になる ..........................56, 441
お ...ねがう ................................. 56
おいそれと（は）...ない .............. 57
おいて .......................................... 57
おうじて→におうじて
おかげだ→のは ...だ4
おかげで ..................................... 57
おきに .......................................... 58
おそらく ...................................... 58
おそれがある ............................. 59
おなじ .......................................... 59
おなじ ...る　なら／のだったら 

 ................................................. 59

おぼえはない .............................. 60
おまけに ...................................... 60
おもう .................................... 61, 62
おもえば ..............................64, 522
おもったものだから .................641
おもったら .................................. 65
および .......................................... 66
おり .............................................. 66
おりから ...................................... 67
おりからの... ............................... 67
おり（に） ...................................... 66

か

か  ................................................ 67
が  .......................................... 71, 73
か、あるいは ............................. 13
か ...か ......................................... 67
か ...かで...................................... 68
か+疑問詞+か ........................ 68
が...だから ................................. 71
が...だけに .........................71, 208
が...だとすれば ........................ 370
が...てほしい.............................566
か ...ない（か） ............................. 69
か ...ないか .................................. 69
が...なら...（が） ......................... 72
が...なら...は ...だ ....................432
が...なら...も...だ ..............72, 433
が...　に／から　...られる .....680
が...に ...られる ........................680
が...に ...を ...させる ................ 138
が...に ...を...られる ................681
が...に（よって）...られる .........680
が／...のが　やっとだ ............650
が...みえる ................................597
が...られる ................................679
が...を ...させる ........................ 139
が...を...させる ......................... 138
が...　を／に　...させる ......... 138
が...を...みせる ........................601
（か）あるいは ... .......................... 12
かい ..............................................74
がい ..............................................74
がいい ......................................... 17
かいが　ある／ない ...................74
かえって .......................................74

かえる .......................................... 75
かおをみせる ............................601
がかり.......................................... 76
がかる ......................................... 77
かぎり .................................... 77, 78
かぎりが　ある／ない .............. 77
かぎりなく...にちかい ............... 77
かぎりに→をかぎりに
かぎる .......................................... 79
かくして ....................................... 80
かくて→かくして
かけ ............................................. 80
かける ....................................80, 81
がさいご ...................................... 81
がする........................................ 166
がたい ......................................... 82
かたがた ..................................... 82
かたわら ................................82, 83
がち ............................................. 83
かつ ............................................. 84
かつて ......................................... 84
がてら.......................................... 85
かというと................................... 85
かといえば→かというと
かどうか ...................................... 68
かとおもうと ............................... 86
かとおもうほど ...................86, 339
かとおもうまもなく→とおもう8
かとおもえば .............86, 340, 522
かとおもったら ........................... 87
かとなると ................................ 378
かとなれば ................................379
かな ............................................. 87
がな ............................................. 87
かな（あ） ...................................396
がないでもない ........................401
がなくもない ............................. 411
かなにか ................................... 418
かなにか→なにか3
かならず ...................................... 88
かならずしも...ない ................... 88
かなんか....................................444
かにみえる ................................599
かにみえる→みえる2 f

かねない...................................... 88
かねる ......................................... 89
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Reverse order index

ある

 まだ ...ある 583
 きらいがある 104
 ふしがある 548
 ことがある 121
 る／...ない　ことがある 122
 ものがある 638
 みこみがある 599
 にはむりがある 611
 おそれがある 59
 つつある 248
 てある 257
 ないである 398
 のは ...ゆえである 653
 のである 505
 ひとつには ...ためである 219
 だけのことはある 208
さすがに ...だけの 

 ことはある 136
 も...あれば ...もある 523
 もあれば ...もある 620
 もあり...もある 620
 ばあいもある 524
 むきもある 608
 でもあり、でもある 298

いい

 いい 16
 もういい 625
 もう... だ／もういい 624
 がいい 17
 る（の）なら...がいい 429
 ほうがいい 560
 ていい

18, 258
 それはそれでいい 192
 といい

18, 315
 といい ...といい 316
 ないといい 402
 だといい 214
 るといい 315
 ばいい 527
 てもいい

296, 298, 299

 なくてもいい 410
 からいい

94, 95
 たらいい

227, 228
 ならいい 434

いる

 ている
262, 263, 264, 265

 ようやく...ている 670
 かろうじて...ている 103
 やっと...ている 649
 ないでいる 398
 そうにしている 179
 ことにしている 127
 をしている 264
 といっている 18
 ことになっている 128
 にきまっている 465
 とおもっている 61
 もくされている 626
 とされている 361
 とかんがえられている 346
 ものとかんがえられている 346
 といわれている 18
 ずにいる 162
 てばかりいる 530

か

 か  67
 か ...か 67
 疑問詞 ...か 69
 疑問詞+か 70
 か+疑問詞+か 68
 と+疑問詞 ...か 310
 はたして...か 539
 いかに ...か 24
 たらどんなに ...か

223, 224
 数量詞+も...か 618
 もしかしたら...か 628
 いか

21, 22
 数量詞+いか 21
 せいか 169

 ない（か）
393, 394, 395

 ないか
393, 394

 か ...ない（か） 69
 か ...ないか 69
 ではないか

284, 285, 395
 ようではないか 285
 （の）ではないか 285
 じゃないか

153, 154, 395
 ようじゃないか

154, 658
 んじゃないか 702
 てくれない（か） 393
 てあげてくれ（ないか） 256
 てやってくれないか 271
 まいか 574
 ていはしまいか 262
 ではあるまいか

280, 574
 てくれまいか 575
 はやいか 540
 がはやいか 89
 るがはやいか 73
 というか

20, 318
 というか ...というか 318
もらおうか／ 

 ...てもらおうか 657
 かどうか 68
 てはどうか 283
 たらどうか 229
 ようか

656, 657
 ではなかろうか 287
 だろうか 234
 どんなに ...だろう（か） 392
 ではないだろうか

235, 286
 じゃないだろうか 154
 んじゃないだろうか 702
 のだろうか 504
 ないものだろうか 637
 どうしたもの（だろう）か 638
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 Reverse order index

 どこか
350, 351

 いささか 30
 まさか 576
 しか 146
 いつしか 40
 てもよろしいですか 303
 というと...のことですか 320
 のですか 506
 わずか 694
 なぜか 414
 たかだか 199
 ではなかったか 287
 （の）ではなかったか 287
 のではなかったか 507
 んじゃなかったか 703
 なんだか 446
 いつか 38
 何+数量詞+か／いくつか 70
 けっか 114
 とか

343, 344
 とか（...とか） 343
 ことか

70, 121
 るとか（...るとか） 344
 なんとか 450
 なか 405
 のなか 405
 どうにか 335
 なにか

418, 419
 かなにか 418
 やなにか 418
 のか

500, 501
 からか／...せいか／...のか 70
 疑問詞+...ば ...のか 517
 疑問詞+...たら...のか 223
 ものか

71, 637
 なんか ...ものか 445
 ないものか 403
 など......るものか 417
 ほか 562

 ばかりか
71, 534

 そればかりか 535
 てもらえるか 305
 てやってもらえるか 305
 はおろか 528
 どころか

70, 353
 それどころか 189
 なんか

443, 444
 かなんか 444
 やなんか 444
 ものか／...もんか 637

から

 から
92, 94

 だから
199, 200

 が...だから 71
 し、...から 145
 数量詞+から 93
 くらいだから 111
 わけだから 690
 せっかくですから 172
 のですから 507
 てから

94, 265
 あとから 9
 たあとから 8
 ことだから 124
 どうせ（のこと）だから 333
 のだから 502
 せっかく...のだから 170
 これだけ...のだから 207
 どうせ...のだから 333
 ものだから 640
 おもったものだから 641
 そばから 184
 おりから 67
 ときているから 350
 それから 186
 こと／...ところ　から 93

する

 する
165, 166

 お ...する
55, 168

 数量詞+する 165
 副詞+する 165
 ままに  なる／する 592
 にたいする 476
 がする 166
 ようなきがする 665
 どうにかする 335
 とする

166, 365, 366
 を...とする

367, 695
 まいとする 573
 ようとする

367, 660
 こととする 367
 るなどする 416
 ものとする

167, 367, 643
 ちゃんとする 238
 にする 166
 を...にする 168
 せいにする 169
 ようにする 168
 る／...ない　ようにする 668
 ことにする 128
 ということにする 320
 しはする 152
る／...た　 

 だけのことはする 206
 からする 97
 数量詞+からする 98
数量詞+からある／ 

 からする 93
 たり...たりする 230
 （を）する 167
 をする 167
 むりをする 611

だ

 なんて（いう）...だ 446
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List of meaning and function groups

言い換え

 ことになる
 すなわち
 つまり
 つまり…のだ
 というわけだ／ってわけだ
 わけだ

意志・意向

 あくまで（も）
 なにがなんでも
 まい
 まいとする
 もらおう／てもらおう
 もらおうか／てもらおうか
 よう
 ようとおもう
 ようとする

依頼

 お…ねがう
 がほしいんですが
 てください
 てくださる
 てくれ
 てくれない（か）
 てちょうだい
 てほしい（んだけど）
 てもらえないか
 てもらえまいか
 てもらえるか

驚き

 あれで
 こと
 じゃないか
 ではないか
 なんと…だろう
 なんという＋連体修飾＋Ｎ
 なんという…だ
 のか
 よく（も）

概数

 数量詞＋くらい

 数量詞＋ばかり
 数量詞＋ほど

確認

 じゃないか
 じゃないだろうか
 たっけ
 だろう
 ではないか
 というと…のことですか
 ない（か）
 の

可能・可能性

 うる
 かねない
 そうだ
 っこない
 とても…ない
 ばあいもある
 はずがない
 ひとつ…できない
 ようがない
 ようにも…れない
 るに…れない
 れないものは…れない
 れる

感慨

 こと
 ことか
 のだった
 ものだ
 よく（ぞ）
 よく（も）…ものだ

勧告・忠告

 ことはない
 たらどうか
 ていては
 ているばあいではない
 てはどうか
 でもあるまいし
 ないと
 ほうがいい
 べきだ

 る／…ない　ことだ
 る／…ない　よう（に）

感情

 てならない
 てやまない
 をきんじえない

願望

 が…てほしい
 がいい
 たいだけ
 たいとおもう
 たいばかりに
 たいものだ
 たらいい
 たらどんなに…か
 といい
 ないかしら
 ないといい
 ないものか
 ないものだろうか
 に…てほしい
 ばいい
 る／…ない　よう（に）

勧誘・勧め

 さあ
 たら
 たらいい
 たらどうか
 てはどうか
 ない（か）
 ば
 ばいい
 よう
 ようか
 ようじゃないか
 ようではないか
 るといい
 る（の）なら…がいい

完了

 ついに
 ていない
 ている
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 List of meaning and function groups

 てしまう
 てしまっていた
 とうとう
 まだ…ない
 もう
 やっと
 ようやく

関連・相応

 いかん
 いかんで
 そういえば
 におうじて
 にかかわる
 にかけて
 にかんして
 めぐって
 ようで（は）
 ようによっては

期間

 あいだ
 あいだに
 うちが
 うちに
 じゅう
 ちゅう
 ている／…る　うちに
 ないうちに
 ぬまに

期限

 まで
 までに

基準

 いか
 いじょう
 数量詞＋いか
 数量詞＋いじょう
 としては
 にくらべて
 にしては
 には
 のもとに
 をちゅうしんに

期待

 きっかけ
 さすが
 さすが（に）…だけあって
 数量詞＋も…ない
 だけにかえって
 だけになおさら
 としては
 にしてからが
 はずだ
 も…ずに
 も…ない
 もうひとつ／いまひとつ…ない
 もちろん
 たところが
 てみたら
 てみると
 と…た
 なにかというと
 なにかにつけて
 につけ
 ふと
 ふとした
 をけいきとして

起点

 いらい
 から
 をかわきりに

起点と終点

 から…にいたるまで
 から…まで

疑問

 いったい
 の
 のか
 はたして…か

強制

 させる
 をよぎなくさせる

強調

 あえて
 疑問詞＋も
 こそ
 こそ　あれ／すれ
 ことか
 数量詞＋も
 それどころか
 なんて
 も
 も…なら
 もっと

許可

 させてあげる
 させて　もらう／くれる
 させる
 てもいい
 てもかまわない
 てもよろしい
 ならいい
 よかろう

許可要求

 させてください
 させてほしい（んだけど）
 てもいい
 てもよろしい（ですか／でしょ
うか）

極端な程度

 あがる
 あまり／あんまり
 あまり（に）
 あまりに（も）…と
 あまりの…に／で
 あんまり（にも）…と
 いかに…ても
 なんてあんまりだ
 の…ないのって
 のなんのって

極端な例

 いかなる…（＋助詞）も
 いかなる…でも
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